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都心の赤坂で歴史を重ねてきた名門病院が
漸く独自のニーズに適った電子カルテを導入。
既設ITと連携したシステムでさらなる成長へ
1927年の開業以来、約1世紀、都心部の医療を支えてきた「赤坂の前田」は、斯界では余りにも有名である。
同院はかねてより、独自開発のIT化に積極的に取り組んできたものの、電子カルテシステムだけは未導入であった。
それは、同院の規模を含めさまざまな条件によるものだったが、満を持して2020年6月に初導入が果たされた。
今般の例は、未だ順調とはいえぬ中小規模施設の電子カルテシステム導入において、大いに参考になるのではないか。
4代目病院長の前田祐助氏と、同氏を支える看護スタッフ3名に、同システム構築の経緯とその有用性を聞いた。

赤坂見附前田病院
医療法人社団友仁会

仕上サイズ
データ 登録
280
210
右アキ

280
210
右

天地
左右
アキ
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―
―
赤
坂
見
附
前
田
病
院
の
沿
革
と
概
要
か
ら

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

当
院
は
、
95
年
前
に
曾
祖
父
の
前
田
友
助
が
、

“
あ
り
ふ
れ
た
病
気
を
的
確
に
治
す
”
と
い
う
理

念
の
下
、
大
学
病
院
の
技
術
と
、
開
業
医
の
親

切
さ
を
併
せ
持
つ
独
自
の
病
院
の
創
造
を
目
指

し
て
開
業
し
ま
し
た
。

　

祖
父
の
前
田
昭
二
、
父
の
前
田
京
助
と
代
々
、

こ
の
理
念
を
継
承
し
な
が
ら
地
域
に
根
差
し
た

医
療
を
続
け
、
２
０
２
１
年
に
私
が
４
代
目
の

病
院
長
と
し
て
就
任
し
ま
し
た
。

　

診
療
体
制
と
し
て
は
、
常
勤
医
が
３
名
、
非

常
勤
医
が
12
名
、
看
護
師
が
約
30
名
お
り
ま
す

が
、ス
タ
ッ
フ
の
世
代
交
代
が
進
み
、若
い
ス
タ
ッ

フ
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
分
精
力
的
に
業

務
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

病
床
数
は
、
人
間
ド
ッ
ク
３
床
を
含
む
59
床

体
制
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
も
あ
っ
て
患
者
数
は
若
干
減
っ
て
お
り
、

入
院
患
者
数
は
１
日
20
～
30
人
を
維
持
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
一
方
、
外
来
患
者
数
は
１
日

１
５
０
～
２
０
０
人
を
数
え
ま
す
。
当
院
の
特

徴
と
し
て
、
外
来
は
完
全
予
約
制
に
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
待
合
室
が
込
み
合
う
こ
と

も
な
く
診
察
が
で
き
る
の
で
、
患
者
さ
ん
か
ら

は
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
加
え
、
独
自
に
開

発
し
た
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
や
予
約
シ
ス

テ
ム
、
健
診
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
使
用
し
て
き
ま

し
た
。

　

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
導
入
に
つ
い
て
も
検

討
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
技
術
的
に
独
自
開

発
が
困
難
な
上
、
コ
ス
ト
面
で
も
、
当
院
の
よ

う
な
２
０
０
床
以
下
の
病
院
で
電
子
カ
ル
テ
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
負
担
は
決
し
て
小
さ
く
な

い
こ
と
か
ら
、
導
入
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
賛

否
が
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
こ
数
年
で
、
規
模
に
よ
ら
ず
多

く
の
病
院
に
電
子
カ
ル
テ
が
普
及
し
、
今
後
若

い
ス
タ
ッ
フ
に
世
代
交
代
を
進
め
て
い
く
中
で
、

電
子
カ
ル
テ
を
導
入
し
な
け
れ
ば
優
秀
な
人
材

も
集
ま
っ
て
こ
な
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、

導
入
を
決
め
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
は
計

算
外
で
し
た
が
、
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
ベ
ン
ダ

―
―
診
療
の
特
徴
と
し
て
、
他
に
ど
の
よ
う
な

点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
か
。

　

当
院
で
は
、
地
域
の
か
か
り
つ
け
医
と
し
て

の
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
目
的
と
し
た

人
間
ド
ッ
ク
、
さ
ら
に
は
企
業
健
診
、
港
区
の

公
的
健
診
も
担
当
す
る
な
ど
、
予
防
医
学
に
シ

フ
ト
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

診
療
の
具
体
的
特
徴
と
し
て
は
、
今
で
こ
そ

当
た
り
前
の
検
査
に
な
り
ま
し
た
が
、
内
視
鏡

検
査
に
早
く
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
父
の
京
助
は
、
内
視
鏡
の
世
界

的
な
権
威
で
あ
る
新
谷
弘
実
先
生
（
※
１
）
に

師
事
し
、
下
部
内
視
鏡
検
査
を
早
期
よ
り
民
間

施
設
で
開
始
し
た
実
績
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、

内
視
鏡
検
査
は
年
間
２
２
０
０
件
ほ
ど
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
、当
院
は
日
本
国
内
は
も
と
よ
り
、米
国・

欧
州
・
ア
ジ
ア
各
国
な
ど
、
世
界
中
か
ら
患
者

さ
ん
が
集
ま
り
ま
す
。
ま
た
、当
院
を
信
頼
さ
れ
、

曾
祖
父
の
時
代
か
ら
の
患
者
さ
ん
や
、
そ
の
子

や
孫
の
方
々
も
来
院
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
地
域
に
根
差
し
、
１
世
紀
近
く

診
療
を
行
っ
て
き
た
伝
統
を
生
か
し
な
が
ら
、

最
先
端
の
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
励
ん
で
い

ま
す
。

―
―
２
０
２
０
年
６
月
の
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ

ム
導
入
の
経
緯
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

当
院
で
は
、
実
は
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
導

入
以
前
か
ら
、
医
療
の
Ｉ
Ｔ
化
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
医
事
シ
ス
テ
ム
や
画
像

で
あ
る
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
メ
デ
ィ
カ
ル
社
の
親
身
な

サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
、
無
事
に
稼
働
に
こ
ぎ
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

―
―
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
「
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
」
選

定
に
至
っ
た
理
由
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

い
く
つ
か
候
補
が
挙
が
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

既
存
の
、
当
院
独
自
の
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

や
画
像
デ
ー
タ
の
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
と
の

連
携
が
可
能
で
あ
る
こ
と
や
、
導
入
施
設
で
の

使
用
継
続
率
の
高
さ
を
重
要
視
す
る
と
と
も
に
、

コ
ス
ト
面
で
も
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で
あ
る
こ
と
を

条
件
に
選
定
を
進
め
ま
し
た
。
結
果
、
こ
れ
ら

の
条
件
を
ク
リ
ア
し
て
い
た
の
が
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

メ
デ
ィ
カ
ル
社
の
「
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
」
で
し
た
。
特
に

コ
ス
ト
面
で
は
、
病
床
数
ご
と
に
価
格
設
定
が

異
な
る
の
で
、
規
模
の
小
さ
な
当
院
で
は
、
か

な
り
抑
制
さ
れ
た
コ
ス
ト
で
シ
ス
テ
ム
を
導
入
・

運
用
で
き
る
点
を
高
く
評
価
し
ま
し
た
。

―
―
「
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
」
の
優
れ
た
点
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

総
合
病
院
向
け
で
、
機
能
が
多
す
ぎ
る
パ
ッ

医
療
法
人
社
団
友
仁
会 

赤
坂
見
附
前
田
病
院

病
院
長

前
田
祐
助
氏
に
聞
く

2011 年慶應義塾大学医学部卒。慶應義塾大学一般
消化器外科、東京都済生会中央病院を経て 2020年 4
月より医療法人社団友仁会 赤坂見附前田病院勤務。
2021 年 9 月より同院 病院長就任、現在に至る。藤田
医科大学客員講師、日本外科学会認定外科専門医、
日本消化器外科学会専門医、日本消化器内視鏡学会
専門医、日本医師会認定産業医。Intuitive社によるロ
ボット手術の certification 取得。

※１：世界で初めて大腸内視鏡によるポリープ切除手術に成功している内視鏡の世界的な権威。
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医
療
法
人
社
団
友
仁
会 

赤
坂
見
附
前
田
病
院

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
で
病
棟
に
お
け
る
診
療
記
録
を
電
子
化

情
報
共
有
や
医
療
安
全
、
業
務
の
効
率
化
の
向
上
に
大
き
く
貢
献

設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
大
変
扱
い
易
い
シ
ス

テ
ム
で
す
ね
。
新
し
く
入
職
す
る
看
護
師
も
、

看
護
業
務
に
携
わ
り
な
が
ら
、
２
週
間
も
あ
れ

ば
使
い
こ
な
せ
て
い
る
の
は
優
れ
た
点
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
」

　

赤
坂
見
附
前
田
病
院
は
、
一
人
ひ
と
り
の
患

者
さ
ん
に
医
師
と
看
護
師
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で

向
き
合
う
医
療
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
お
り
、
電

子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
は
こ
の
よ
う
な
医
療
を
展

開
す
る
同
院
に
と
っ
て
、
有
用
な
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
と
上
田
氏
は
話
す
。

「
当
院
は
、
大
規
模
な
病
院
と
異
な
り
、
部
署

毎
の
、
所
謂
縦
割
り
と
は
無
縁
な
組
織
で
す
。

看
護
師
は
事
務
の
業
務
を
手
助
け
し
た
り
、
医

師
も
看
護
の
仕
事
を
一
緒
に
す
る
な
ど
、
職
員

全
員
が
１
つ
の
チ
ー
ム
と
し
て
、
診
療
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
で
情

報
共
有
で
き
る
点
は
大
変
便
利
で
す
し
、
医
療

の
質
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
と
思
っ
て

い
ま
す
」

　

上
田
氏
ら
、院
内
ス
タ
ッ
フ
は
、「
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
」

の
ベ
ン
ダ
で
あ
る
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
メ
デ
ィ
カ
ル

社
の
対
応
に
も
満
足
し
て
い
る
と
い
う
。

「『
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
』
の
導
入
時
に
は
、
ベ
ン
ダ
側
、

つ
ま
り
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
メ
デ
ィ
カ
ル
社
が
マ
ス

タ
の
整
備
を
あ
る
程
度
行
っ
て
く
れ
る
な
ど
、

当
院
の
要
望
に
積
極
的
に
対
応
し
て
も
ら
い
、

大
変
助
か
り
ま
し
た
。

　

現
在
も
、
月
に
１
度
は
同
社
の
担
当
者
と
、

シ
ス
テ
ム
の
課
題
や
、
そ
の
解
決
の
進
捗
な
ど

を
検
討
す
る
話
し
合
い
の
場
を
設
け
て
い
ま

す
。
同
社
の
担
当
者
や
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

方
も
、
本
当
に
親
身
に
な
っ
て
対
応
し
て
く
れ

る
の
は
有
難
い
で
す
ね
。

　

今
後
は
、
病
棟
の
記
録
と
入
退
院
の
管
理
、

予
約
に
関
す
る
連
携
が
さ
ら
に
円
滑
に
で
き
る

よ
う
に
、
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
メ
デ
ィ
カ
ル
社
と
共

に
よ
り
使
い
易
い
も
の
に
改
良
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」

た
同
時
に
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
見
極
め
つ
つ
、
地
域

に
貢
献
す
る
病
院
で
あ
り
続
け
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

高
齢
社
会
に
な
り
、
社
会
的
支
援
が
必
要
な

患
者
さ
ん
も
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、

当
院
周
辺
に
は
、
連
携
し
て
い
る
数
多
く
の
大

規
模
病
院
（
慶
應
義
塾
大
学
病
院
な
ど
）
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
急
性
期
医
療
機
関
と
開
業

医
の
先
生
方
と
の
間
を
つ
な
ぐ
病
院
に
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　

具
体
的
な
機
能
へ
の
評
価
と
し
て
は
、
レ
ポ
ー

ト
や
文
書
作
成
の
機
能
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

当
院
で
は
患
者
さ
ん
の
紹
介
や
逆
紹
介
な
ど
他

施
設
と
の
連
絡
を
取
り
合
う
こ
と
が
多
い
こ
と

か
ら
、
こ
の
よ
う
な
機
能
が
充
実
し
て
い
る
点

は
有
難
い
で
す
ね
。

　

当
院
の
仕
様
に
合
わ
せ
て
設
定
し
た
テ
ン
プ

レ
ー
ト
な
ど
も
便
利
で
、
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
様
々
な
部
門
シ
ス
テ
ム
と
確
実
に
接

続
・
連
携
で
き
、「
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
」
起
動
中
に
で
も

他
の
ソ
フ
ト
を
ス
ト
レ
ス
な
く
展
開
で
き
て
い
る

点
を
個
人
的
に
は
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

前
述
の
と
お
り
、
当
院
の
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
は
独
自
開
発
し
た
も
の
で
、
当
院
の
運

用
に
特
化
し
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

シ
ス
テ
ム
間
の
連
携
作
業
に
は
苦
労
し
ま
し
た

が
、
功
を
奏
し
て
現
在
は
大
変
ス
ム
ー
ズ
な
連

携
が
実
現
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
メ
デ
ィ
カ
ル
社
の
ス
タ
ッ
フ
の
技
術
力
と
献
身

の
賜
物
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

―
―
導
入
作
業
は
順
調
で
し
た
か
。

　

導
入
時
期
は
コ
ロ
ナ
禍
の
真
っ
最
中
で
混
乱

も
危
惧
し
て
い
た
の
で
す
が
、
幸
か
不
幸
か
、

患
者
数
が
減
少
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
支
障

な
く
導
入
初
期
を
乗
り
越
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
て
き
た

こ
の
２
年
間
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
は
な
く
、
順

調
に
稼
働
し
続
け
て
お
り
、
電
子
カ
ル
テ
シ
ス

テ
ム
導
入
は
成
功
し
た
と
総
括
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
附
属
の
元
赤
坂
胃
腸
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
と
の
シ
ス
テ
ム
連
携
な
ど
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
今
後
の
赤
坂
見
附
前
田
病
院
の
展
望
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

先
代
か
ら
引
き
継
い
だ
理
念
を
忘
れ
ず
、
ま

ケ
ー
ジ
型
の
も
の
と
異
な
り
、
電
子
カ
ル
テ
シ
ス

テ
ム
「
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
」
は
、
２
６
０
０
種
類
以
上
の

設
定
項
目
か
ら
、
当
院
の
運
用
に
必
要
な
機
能

を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
る
こ
と
で
、
た
い
へ
ん

効
果
的
、
無
駄
の
な
い
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。
カ
ル
テ
画
面
は
ユ
ー
ザ
ー

毎
に
設
定
を
変
更
で
き
る
上
に
、
オ
ー
ダ
の
セ
ッ

ト
や
マ
ス
タ
の
管
理
が
容
易
で
あ
る
点
も
好
ま

し
い
で
す
ね
。
当
院
は
非
常
勤
医
が
多
い
の
で
、

彼
ら
が
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
に
す
ぐ
習
熟
で

き
る
か
若
干
心
配
で
し
た
が
、
事
前
に
非
常
勤

医
か
ら
の
要
望
を
聞
き
取
る
な
ど
、
入
念
に
準

備
し
た
結
果
、
特
に
問
題
な
く
操
作
法
に
慣
れ

て
も
ら
え
て
い
ま
す
。

電子カルテ端末を操作する前田祐助氏。電子カルテシステム「MALL」はユーザー毎に画面のレイア
ウトを設定でき、操作しやすいとスタッフから高い評価を得ている。

赤坂見附前田病院の病院情報システム構成図。電子カルテシステム「MALL」を中心に、
医事会計システムや画像ファイリングシステム等と連携、診療情報の一元化を図っている。

システム構成図
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２
０
２
０
年
６
月
の
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム

「
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
」
導
入
に
つ
い
て
、
上
田
氏
は
看

護
師
視
点
か
ら
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
導
入
以
前
は
、
ド
ク

タ
ー
カ
ル
テ
、
看
護
記
録
、
ま
た
採
血
な
ど
の

検
査
結
果
の
情
報
は
Ｐ
Ｃ
と
い
っ
た
具
合
に
、

１
人
の
患
者
さ
ん
の
診
療
情
報
が
様
々
な
場
所

に
分
散
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
情
報
収
集
に
手

間
と
時
間
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
当
然
、
申

し
送
り
や
指
示
、
ま
た
ス
タ
ッ
フ
間
の
連
絡
も

口
頭
に
頼
る
こ
と
が
多
く
、
気
を
遣
う
こ
と
が

多
々
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
が
今
で
は
、
患
者
さ
ん
の
情
報
は
電
子

カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
を
参
照
す
る
こ
と
で
容
易
に

収
集
で
き
ま
す
し
、
申
し
送
り
や
指
示
も
電
子

カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
上
に
記
録
が
正
確
に
残
せ
て

い
る
た
め
、
医
療
安
全
面
で
と
て
も
有
益
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
従
来
、
指
示
な
ど
は
医
師
が
病
棟
で

紙
カ
ル
テ
を
探
し
て
記
録
す
る
必
要
が
あ
り
ま

し
た
が
、
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
で
は
、
端
末

さ
え
あ
れ
ば
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
入
力
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
業
務
の
効
率
化
や
、
労
働

負
荷
の
面
で
も
貢
献
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、『
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
』
へ
の
評
価
で
す
が
、

当
院
の
診
療
に
合
わ
せ
て
機
能
や
画
面
構
成
が

　

赤
坂
見
附
前
田
病
院
は
、
人
間
ド
ッ
ク
３
床

を
含
む
計
59
床
の
病
床
を
有
し
て
い
る
。
病
棟

の
主
任
看
護
師
と
し
て
病
棟
担
当
看
護
師
約
20

名
を
束
ね
て
い
る
の
が
、
主
任
看
護
師
の
上
田

真
莉
氏
で
あ
る
。
上
田
氏
は
、
同
院 

病
棟
で
の

看
護
体
制
の
特
徴
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
看
護
部
は
、一
般
的
な
病
院
同
様
、
外
来
と
病

棟
と
に
担
当
部
署
が
明
確
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

当
院
は
急
性
期
の
外
科
が
メ
イ
ン
な
の
で
、
入

院
さ
れ
る
患
者
さ
ん
も
消
化
器
外
科
や
整
形
外

科
の
疾
病
が
多
い
で
す
。
他
院
か
ら
の
転
院
の

依
頼
も
あ
り
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
当
院
に
掛

か
り
つ
け
の
患
者
さ
ん
の
検
査
、
治
療
目
的
の

入
院
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か

ら
も
、
地
域
の
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
的
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
点
が
大
き
な
特
徴
と
言
え
ま
す
」

「電子カルテシステム『MALL』を中心
に診療情報が一元化されたことで、患
者情報の収集など、業務の効率化が
図れて便利になった」と話す看護部の
上田真莉氏。

医
療
法
人
社
団
友
仁
会 

赤
坂
見
附
前
田
病
院

看
護
部

上
田
真
莉
氏
に
聞
く

■

医
療
法
人
社
団
友
仁
会 

赤
坂
見
附
前
田
病
院

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
で
病
棟
に
お
け
る
診
療
記
録
を
電
子
化

情
報
共
有
や
医
療
安
全
、
業
務
の
効
率
化
の
向
上
に
大
き
く
貢
献

設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
大
変
扱
い
易
い
シ
ス

テ
ム
で
す
ね
。
新
し
く
入
職
す
る
看
護
師
も
、

看
護
業
務
に
携
わ
り
な
が
ら
、
２
週
間
も
あ
れ

ば
使
い
こ
な
せ
て
い
る
の
は
優
れ
た
点
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
」

　

赤
坂
見
附
前
田
病
院
は
、
一
人
ひ
と
り
の
患

者
さ
ん
に
医
師
と
看
護
師
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で

向
き
合
う
医
療
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
お
り
、
電

子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
は
こ
の
よ
う
な
医
療
を
展

開
す
る
同
院
に
と
っ
て
、
有
用
な
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
と
上
田
氏
は
話
す
。

「
当
院
は
、
大
規
模
な
病
院
と
異
な
り
、
部
署

毎
の
、
所
謂
縦
割
り
と
は
無
縁
な
組
織
で
す
。

看
護
師
は
事
務
の
業
務
を
手
助
け
し
た
り
、
医

師
も
看
護
の
仕
事
を
一
緒
に
す
る
な
ど
、
職
員

全
員
が
１
つ
の
チ
ー
ム
と
し
て
、
診
療
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
で
情

報
共
有
で
き
る
点
は
大
変
便
利
で
す
し
、
医
療

の
質
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
と
思
っ
て

い
ま
す
」

　

上
田
氏
ら
、院
内
ス
タ
ッ
フ
は
、「
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
」

の
ベ
ン
ダ
で
あ
る
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
メ
デ
ィ
カ
ル

社
の
対
応
に
も
満
足
し
て
い
る
と
い
う
。

「『
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
』
の
導
入
時
に
は
、
ベ
ン
ダ
側
、

つ
ま
り
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
メ
デ
ィ
カ
ル
社
が
マ
ス

タ
の
整
備
を
あ
る
程
度
行
っ
て
く
れ
る
な
ど
、

当
院
の
要
望
に
積
極
的
に
対
応
し
て
も
ら
い
、

大
変
助
か
り
ま
し
た
。

　

現
在
も
、
月
に
１
度
は
同
社
の
担
当
者
と
、

シ
ス
テ
ム
の
課
題
や
、
そ
の
解
決
の
進
捗
な
ど

を
検
討
す
る
話
し
合
い
の
場
を
設
け
て
い
ま

す
。
同
社
の
担
当
者
や
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

方
も
、
本
当
に
親
身
に
な
っ
て
対
応
し
て
く
れ

る
の
は
有
難
い
で
す
ね
。

　

今
後
は
、
病
棟
の
記
録
と
入
退
院
の
管
理
、

予
約
に
関
す
る
連
携
が
さ
ら
に
円
滑
に
で
き
る

よ
う
に
、
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
メ
デ
ィ
カ
ル
社
と
共

に
よ
り
使
い
易
い
も
の
に
改
良
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」

電子カルテシステム「MALL」
の入院記録画面。入院患者
に関する診療情報を自由なレ
イアウトで一覧することがで
き、医療安全面でも大いに貢
献している。

端
末
さ
え
あ
れ
ば
ど
こ
で
で
も
入
力

独
自
の
チ
ー
ム
医
療
実
践
に
有
用

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
「
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
」
①

親
身
な
ベ
ン
ダ
担
当
の
対
応
力
を
評
価

順
調
な
稼
働
と
シ
ス
テ
ム
改
良
を
進
め
る

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
「
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
」
②

た
同
時
に
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
見
極
め
つ
つ
、
地
域

に
貢
献
す
る
病
院
で
あ
り
続
け
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

高
齢
社
会
に
な
り
、
社
会
的
支
援
が
必
要
な

患
者
さ
ん
も
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、

当
院
周
辺
に
は
、
連
携
し
て
い
る
数
多
く
の
大

規
模
病
院
（
慶
應
義
塾
大
学
病
院
な
ど
）
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
急
性
期
医
療
機
関
と
開
業

医
の
先
生
方
と
の
間
を
つ
な
ぐ
病
院
に
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　

具
体
的
な
機
能
へ
の
評
価
と
し
て
は
、
レ
ポ
ー

ト
や
文
書
作
成
の
機
能
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

当
院
で
は
患
者
さ
ん
の
紹
介
や
逆
紹
介
な
ど
他

施
設
と
の
連
絡
を
取
り
合
う
こ
と
が
多
い
こ
と

か
ら
、
こ
の
よ
う
な
機
能
が
充
実
し
て
い
る
点

は
有
難
い
で
す
ね
。

　

当
院
の
仕
様
に
合
わ
せ
て
設
定
し
た
テ
ン
プ

レ
ー
ト
な
ど
も
便
利
で
、
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
様
々
な
部
門
シ
ス
テ
ム
と
確
実
に
接

続
・
連
携
で
き
、「
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
」
起
動
中
に
で
も

他
の
ソ
フ
ト
を
ス
ト
レ
ス
な
く
展
開
で
き
て
い
る

点
を
個
人
的
に
は
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

前
述
の
と
お
り
、
当
院
の
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
は
独
自
開
発
し
た
も
の
で
、
当
院
の
運

用
に
特
化
し
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

シ
ス
テ
ム
間
の
連
携
作
業
に
は
苦
労
し
ま
し
た

が
、
功
を
奏
し
て
現
在
は
大
変
ス
ム
ー
ズ
な
連

携
が
実
現
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
メ
デ
ィ
カ
ル
社
の
ス
タ
ッ
フ
の
技
術
力
と
献
身

の
賜
物
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

―
―
導
入
作
業
は
順
調
で
し
た
か
。

　

導
入
時
期
は
コ
ロ
ナ
禍
の
真
っ
最
中
で
混
乱

も
危
惧
し
て
い
た
の
で
す
が
、
幸
か
不
幸
か
、

患
者
数
が
減
少
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
支
障

な
く
導
入
初
期
を
乗
り
越
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
て
き
た

こ
の
２
年
間
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
は
な
く
、
順

調
に
稼
働
し
続
け
て
お
り
、
電
子
カ
ル
テ
シ
ス

テ
ム
導
入
は
成
功
し
た
と
総
括
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
附
属
の
元
赤
坂
胃
腸
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
と
の
シ
ス
テ
ム
連
携
な
ど
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
今
後
の
赤
坂
見
附
前
田
病
院
の
展
望
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

先
代
か
ら
引
き
継
い
だ
理
念
を
忘
れ
ず
、
ま
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「
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
導
入
に
際
し
て
は
、
外

来
担
当
医
師
か
ら
『
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
』
に
対
す
る
要
望

を
聴
取
し
、
テ
ン
プ
レ
ー
ト
の
セ
ッ
ト
組
や
画
面

設
定
に
関
す
る
調
整
を
予
め
行
い
ま
し
た
。
非

常
勤
医
か
ら
の
聴
取
に
つ
い
て
は
、人
数
が
多
く
、

勤
務
日
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
時
間
を

要
し
苦
労
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
当
院
外
来
は
完
全
予
約
制
な
の
で
、

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
と
予
約
シ
ス
テ
ム
と
の
連

携
に
は
気
を
遣
い
ま
し
た
」

「
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
」
の
使
い
勝
手
に
つ
い
て
、
篠
崎
氏

は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
当
院
は
大
病
院
で
は
な
い
の
で
、
紙
カ
ル
テ
の

方
が
融
通
が
利
く
の
で
は
と
感
じ
る
点
も
あ
り

ま
す
が
、
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
が
情
報
共
有
の

点
で
大
き
く
有
利
な
の
は
明
白
で
す
。

　

当
院
は
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
長
年
通
院
を

さ
れ
る
患
者
さ
ん
が
多
く
、
患
者
情
報
も
膨
大

に
な
り
ま
す
。
診
療
記
録
の
み
な
ら
ず
、
受
診

履
歴
や
家
族
背
景
な
ど
、
貴
重
な
情
報
が
た
く

さ
ん
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
か
ら
の
相
談

や
お
問
い
合
わ
せ
の
際
、
情
報
の
事
前
収
集
を
行

い
ま
す
が
、
電
子
化
に
よ
っ
て
こ
の
作
業
が
迅
速

か
つ
容
易
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

比
較
的
若
い
ス
タ
ッ
フ
が
多
く
、「
Ｍ
Ａ
Ｌ

Ｌ
」
の
操
作
習
得
は
問
題
な
か
っ
た
と
篠
崎
氏

は
話
す
。

「
看
護
師
の
多
く
は
、
他
社
の
電
子
カ
ル
テ
シ
ス

テ
ム
の
使
用
経
験
を
有
し
て
い
ま
し
た
が
、『
Ｍ

Ａ
Ｌ
Ｌ
』
は
ユ
ー
ザ
ー
の
好
み
に
合
わ
せ
た
画
面

構
成
や
設
定
が
で
き
る
の
で
、
す
ぐ
に
操
作
に
は

　

赤
坂
見
附
前
田
病
院
は
、
外
科
、
内
科
を
は

じ
め
14
診
療
科
を
有
し
、
１
日
１
５
０
～
２
０
０

名
の
外
来
患
者
が
来
院
す
る
。
外
来
部
門
の
主

任
看
護
師
で
あ
る
篠
崎
涼
奈
氏
は
、
外
来
に
お

け
る
看
護
業
務
を
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
外
来
分
野
に
は
、
オ
ペ
室
担
当
を
含
め
６
名
の

看
護
師
と
臨
床
検
査
技
師
１
名
が
所
属
し
て
い

ま
す
。
看
護
師
は
、
他
施
設
同
様
、
外
来
で
医

師
を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
、
来
院
し
た
患
者
さ
ん

の
看
護
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
臨
床
検
査
技
師
も

看
護
チ
ー
ム
と
一
体
に
な
り
採
血
や
心
電
図
等
を

担
当
し
て
い
ま
す
」

　

２
０
２
０
年
６
月
の
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム

「
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
」
導
入
に
つ
い
て
、
篠
崎
氏
は
つ
ぎ

の
よ
う
に
話
す
。

医
療
法
人
社
団
友
仁
会 
赤
坂
見
附
前
田
病
院

看
護
部

篠
崎
涼
奈
氏
に
聞
く

■

医
療
法
人
社
団
友
仁
会 

赤
坂
見
附
前
田
病
院

円
滑
な
外
来
業
務
と
院
内
の
情
報
共
有
化
を
実
現
し
て
業
務
を
効
率
化

完
全
予
約
制
の
外
来
診
療
に
フ
ィッ
ト
し
た
予
約
シ
ス
テ
ム
も
高
評
価

慣
れ
ま
し
た
」

　

赤
坂
見
附
前
田
病
院
で
は
、
電
子
カ
ル
テ
シ
ス

テ
ム
導
入
以
前
、
独
自
開
発
の
予
約
シ
ス
テ
ム
を

使
用
し
て
い
た
。
そ
の
変
更
に
つ
い
て
篠
崎
氏
は

つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
従
来
使
用
し
て
い
た
シ
ス
テ
ム
は
当
院
の
運
用
に

特
化
し
て
い
た
こ
と
か
ら
大
変
便
利
で
し
た
。
そ

の
従
来
シ
ス
テ
ム
と
の
親
和
性
を
意
識
し
つ
つ
、

そ
れ
に
劣
ら
ぬ
よ
う
に
『
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
』
の
予
約
シ

ス
テ
ム
も
機
能
設
計
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
引

き
続
き
予
約
シ
ス
テ
ム
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
と
、

そ
れ
と
並
行
し
て
『
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
』
と
他
の
部
門
シ

ス
テ
ム
と
の
連
携
も
、
さ
ら
に
深
化
さ
せ
て
い
き

た
い
で
す
ね
」

人
間
ド
ッ
ク
の
検
査
を
、
待
ち
時
間
な
く
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
す
る
こ
と
に
特
に
気
を
遣
っ
て
い
ま

し
た
。『
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
』
と
連
携
し
た
健
診
シ
ス
テ

ム
で
は
1
画
面
上
で
各
コ
ー
ス
に
必
要
な
検
査

予
約
が
分
か
り
易
く
表
示
さ
れ
、
予
約
時
間
の

調
整
や
検
査
オ
ー
ダ
ー
が
で
き
、
業
務
が
大
幅

に
効
率
化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
受
診

者
へ
の
レ
ス
ポ
ン
ス
も
迅
速
に
な
り
、
よ
り
親

切
で
丁
寧
な
受
診
者
対
応
が
可
能
と
な
っ
た
点

は
、
と
て
も
よ
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

病
院
側
の
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
と
の
デ
ー
タ

連
携
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
た
と
小
坂
氏
は
話
す
。

「
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
点

は
、
的
確
に
診
断
し
迅
速
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

が
で
き
る
こ
と
で
す
。
健
診
結
果
の
所
見
や
受

診
者
特
性
を
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
に
素
早
く
情
報

で
す
。
ハ
イ
ス
ペ
ッ
ク
な
デ
バ
イ
ス
で
早
期
発

見
し
、
所
見
が
あ
っ
た
場
合
、
医
師
の
的
確
な

判
断
の
も
と
同
法
人
赤
坂
見
附
前
田
病
院
に
て

追
加
検
査
や
治
療
が
迅
速
に
で
き
る
点
が
受
診

者
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
の
定

期
検
査
や
治
療
情
報
の
共
有
で
、
受
診
者
の
身

体
状
況
を
一
元
的
に
把
握
で
き
、
か
つ
変
化
や

推
移
が
分
か
り
易
い
こ
と
か
ら
、
永
続
的
に
健

康
管
理
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」

　

元
赤
坂
胃
腸
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
独
自
開

発
の
健
診
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
て
い
た
が
、

２
０
２
０
年
６
月
の
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
導

入
時
に
「
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
」
に
付
属
す
る
健
診
シ
ス

テ
ム
を
併
せ
て
導
入
し
、
活
用
し
て
い
る
。
同

シ
ス
テ
ム
導
入
の
狙
い
を
、
小
坂
氏
は
語
る
。

「
前
身
は
１
９
９
４
年
に
設
立
し
た
会
員
制
の

人
間
ド
ッ
ク
施
設
で
し
た
。
当
時
と
し
て
は
全

身
フ
ル
メ
ニ
ュ
ー
の
検
査
項
目
と
画
像
デ
ー
タ
・

レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
は
本
邦
初
で
、
適

応
す
る
シ
ス
テ
ム
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
独

自
開
発
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
て
き
ま
し

た
。
今
回
、
赤
坂
見
附
前
田
病
院
の
電
子
カ
ル

テ
シ
ス
テ
ム
と
健
診
シ
ス
テ
ム
の
融
合
に
よ
り
、

予
約
、
各
種
検
査
の
調
整
も
し
易
く
、
レ
ポ
ー

ト
作
成
や
来
院
案
内
な
ど
の
文
書
作
成
も
効
率

化
で
き
ま
し
た
。

　

以
前
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、

超
音
波
な
ど
モ
ダ
リ
テ
ィ
毎
に
予
約
画
面
が
異

な
り
予
約
時
間
の
調
整
に
手
間
取
り
ま
し
た
。

ま
た
、
各
モ
ダ
リ
テ
ィ
は
保
険
診
療
の
患
者
さ

ん
の
予
約
も
あ
り
ま
す
の
で
、
多
岐
に
わ
た
る

「看護師は ITに慣れた若いスタッフ
や、電子カルテシステムの経験があ
るスタッフが多く、『MALL』の操作
にはすぐに慣れることができました」
と話す看護部の篠崎涼奈氏

提
供
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

そ
の
点
、『
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
』
が
一
体
型
の
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
デ
ー
タ
連
携
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
、
重
複
し
た
不
要

な
検
査
や
煩
雑
な
受
診
準
備
は
割
愛
さ
れ
、
必

要
な
治
療
ま
で
が
ス
ト
レ
ス
な
く
最
短
で
進
め

ら
れ
ま
す
。
少
数
精
鋭
の
利
点
も
生
か
し
、
大

切
な
要
項
は
フ
ェ
イ
ス
ト
ゥ
ー
フ
ェ
イ
ス
で
行

う
こ
と
も
務
め
て
い
ま
す
」

　

健
診
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
小
坂
氏
は
更
な

る
機
能
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
望
ん
で
い
る
。

「
部
門
シ
ス
テ
ム
と
電
子
カ
ル
テ
及
び
健
診
シ
ス

テ
ム
と
の
連
携
に
お
い
て
改
善
が
必
要
な
点
も

あ
り
ま
す
が
、
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
ベ
ン
ダ

の
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
メ
デ
ィ
カ
ル
社
は
、
保
守
管

理
や
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
か
ら
の
要
望
な
ど
に
親
身

に
対
応
し
て
く
だ
さ
る
た
め
助
か
っ
て
い
ま
す
。

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
メ
デ
ィ
カ
ル
社
と
一
緒
に
、
さ

ら
に
洗
練
さ
れ
た
誰
で
も
使
い
や
す
い
シ
ス
テ

ム
を
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

ユ
ー
ザ
ー
に
合
わ
せ
た
設
定
も
自
在

セ
ッ
ト
組
や
画
面
調
整
が
容
易
に
可
能

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
「
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
」

従
来
シ
ス
テ
ム
と
の
ギ
ャッ
プ
を
埋
め

よ
り
効
率
的
な
シ
ス
テ
ム
連
携
を
図
る

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
改
良

り
、
高
度
で
質
の
高
い
医
療
、
細
や
か
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
人
間
ド
ッ
ク
受
診
者

の
担
当
を
し
て
い
る
看
護
師
の
小
坂
菜
々
美
氏

は
健
診
事
業
を
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
紹
介
す
る
。

「
人
間
ド
ッ
ク
に
は
、
年
間
１
０
０
名
以
上
、
健

診
事
業
に
は
、
港
区
の
健
診
事
業
や
企
業
健
診

を
含
め
、
年
間
２
０
０
名
以
上
の
方
が
受
診
さ

れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、
こ

の
数
年
、
受
診
者
数
は
減
少
傾
向
で
し
た
が
、

よ
う
や
く
昨
年
は
受
診
者
数
が
プ
ラ
ス
と
な

り
、
今
年
も
堅
調
な
推
移
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

人
間
ド
ッ
ク
は
、
20
歳
代
か
ら
90
歳
代
ま
で
、

幅
広
い
年
齢
層
の
方
が
受
診
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
人
間
ド
ッ
ク
は
、
全
身
を
精
査

す
る
〝
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
ド
ッ
ク
”
の
他
に
、〝
フ

リ
ー
ド
ッ
ク
”
と
称
す
る
、
受
診
者
と
医
師
が

相
談
し
な
が
ら
ウ
ィ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
に
合
わ
せ

て
内
容
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て
い
る
点
が
特
徴

　

赤
坂
見
附
前
田
病
院
と
同
法
人
の
元
赤
坂
胃

腸
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
質
の
高
い
医
療
の
提
供

を
目
指
し
、
２
０
０
１
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
新

世
紀
型
の
医
療
施
設
で
あ
る
。
同
ク
リ
ニ
ッ
ク

は
、
消
化
器
内
視
鏡
検
査
を
始
め
、
人
間
ド
ッ

ク
な
ど
を
行
う
自
由
診
療
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
あ

「健診システムと電子カルテシステム
が一体的に運用できるので、人間ドッ
クや健診を受けた受診者の情報を
シームレスに運用することができる」
と話す看護部の小坂菜々美氏。

元
赤
坂
胃
腸
科
ク
リ
ニッ
ク

看
護
部

小
坂
菜
々
美
氏
に
聞
く

■

医
療
法
人
社
団
友
仁
会 

元
赤
坂
胃
腸
科
ク
リ
ニッ
ク

健
診
シ
ス
テ
ム
と
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
連
携
に
よ
る
相
乗
効
果

検
査
予
約
や
文
書
作
成
等
、
業
務
の
効
率
化
と
高
質
な
健
康
管
理
を
実
現
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（    ）13 新　医　療　2022年8月号

医療法人社団友仁会 赤坂見附前田病院

1927 年（昭和 2 年）に開業した『前田外科
病院』を嚆矢とする赤坂見附前田病院。
95 年の歴史と伝統、医療技術に裏打ちされ
た信頼とブランド力で実績を積んできた著
名施設である。5年後に100周年を迎えるが、
その目前の昨年、４代目病院長 前田祐助氏
が就任し、若手スタッフが率先して最前線
に立ちチーム医療を実践している。東京の
医療界で広く知られる代々の病院長の写真
の提供を受けられたので、ここに紹介する。

「
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
導
入
に
際
し
て
は
、
外

来
担
当
医
師
か
ら
『
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
』
に
対
す
る
要
望

を
聴
取
し
、
テ
ン
プ
レ
ー
ト
の
セ
ッ
ト
組
や
画
面

設
定
に
関
す
る
調
整
を
予
め
行
い
ま
し
た
。
非

常
勤
医
か
ら
の
聴
取
に
つ
い
て
は
、人
数
が
多
く
、

勤
務
日
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
時
間
を

要
し
苦
労
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
当
院
外
来
は
完
全
予
約
制
な
の
で
、

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
と
予
約
シ
ス
テ
ム
と
の
連

携
に
は
気
を
遣
い
ま
し
た
」

「
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
」
の
使
い
勝
手
に
つ
い
て
、
篠
崎
氏

は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
当
院
は
大
病
院
で
は
な
い
の
で
、
紙
カ
ル
テ
の

方
が
融
通
が
利
く
の
で
は
と
感
じ
る
点
も
あ
り

ま
す
が
、
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
が
情
報
共
有
の

点
で
大
き
く
有
利
な
の
は
明
白
で
す
。

　

当
院
は
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
長
年
通
院
を

さ
れ
る
患
者
さ
ん
が
多
く
、
患
者
情
報
も
膨
大

に
な
り
ま
す
。
診
療
記
録
の
み
な
ら
ず
、
受
診

履
歴
や
家
族
背
景
な
ど
、
貴
重
な
情
報
が
た
く

さ
ん
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
か
ら
の
相
談

や
お
問
い
合
わ
せ
の
際
、
情
報
の
事
前
収
集
を
行

い
ま
す
が
、
電
子
化
に
よ
っ
て
こ
の
作
業
が
迅
速

か
つ
容
易
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

比
較
的
若
い
ス
タ
ッ
フ
が
多
く
、「
Ｍ
Ａ
Ｌ

Ｌ
」
の
操
作
習
得
は
問
題
な
か
っ
た
と
篠
崎
氏

は
話
す
。

「
看
護
師
の
多
く
は
、
他
社
の
電
子
カ
ル
テ
シ
ス

テ
ム
の
使
用
経
験
を
有
し
て
い
ま
し
た
が
、『
Ｍ

Ａ
Ｌ
Ｌ
』
は
ユ
ー
ザ
ー
の
好
み
に
合
わ
せ
た
画
面

構
成
や
設
定
が
で
き
る
の
で
、
す
ぐ
に
操
作
に
は

　

赤
坂
見
附
前
田
病
院
は
、
外
科
、
内
科
を
は

じ
め
14
診
療
科
を
有
し
、
１
日
１
５
０
～
２
０
０

名
の
外
来
患
者
が
来
院
す
る
。
外
来
部
門
の
主

任
看
護
師
で
あ
る
篠
崎
涼
奈
氏
は
、
外
来
に
お

け
る
看
護
業
務
を
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
外
来
分
野
に
は
、
オ
ペ
室
担
当
を
含
め
６
名
の

看
護
師
と
臨
床
検
査
技
師
１
名
が
所
属
し
て
い

ま
す
。
看
護
師
は
、
他
施
設
同
様
、
外
来
で
医

師
を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
、
来
院
し
た
患
者
さ
ん

の
看
護
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
臨
床
検
査
技
師
も

看
護
チ
ー
ム
と
一
体
に
な
り
採
血
や
心
電
図
等
を

担
当
し
て
い
ま
す
」

　

２
０
２
０
年
６
月
の
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム

「
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
」
導
入
に
つ
い
て
、
篠
崎
氏
は
つ
ぎ

の
よ
う
に
話
す
。

人
間
ド
ッ
ク
の
検
査
を
、
待
ち
時
間
な
く
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
す
る
こ
と
に
特
に
気
を
遣
っ
て
い
ま

し
た
。『
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
』
と
連
携
し
た
健
診
シ
ス
テ

ム
で
は
1
画
面
上
で
各
コ
ー
ス
に
必
要
な
検
査

予
約
が
分
か
り
易
く
表
示
さ
れ
、
予
約
時
間
の

調
整
や
検
査
オ
ー
ダ
ー
が
で
き
、
業
務
が
大
幅

に
効
率
化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
受
診

者
へ
の
レ
ス
ポ
ン
ス
も
迅
速
に
な
り
、
よ
り
親

切
で
丁
寧
な
受
診
者
対
応
が
可
能
と
な
っ
た
点

は
、
と
て
も
よ
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

病
院
側
の
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
と
の
デ
ー
タ

連
携
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
た
と
小
坂
氏
は
話
す
。

「
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
点

は
、
的
確
に
診
断
し
迅
速
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

が
で
き
る
こ
と
で
す
。
健
診
結
果
の
所
見
や
受

診
者
特
性
を
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
に
素
早
く
情
報

で
す
。
ハ
イ
ス
ペ
ッ
ク
な
デ
バ
イ
ス
で
早
期
発

見
し
、
所
見
が
あ
っ
た
場
合
、
医
師
の
的
確
な

判
断
の
も
と
同
法
人
赤
坂
見
附
前
田
病
院
に
て

追
加
検
査
や
治
療
が
迅
速
に
で
き
る
点
が
受
診

者
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
の
定

期
検
査
や
治
療
情
報
の
共
有
で
、
受
診
者
の
身

体
状
況
を
一
元
的
に
把
握
で
き
、
か
つ
変
化
や

推
移
が
分
か
り
易
い
こ
と
か
ら
、
永
続
的
に
健

康
管
理
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」

　

元
赤
坂
胃
腸
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
独
自
開

発
の
健
診
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
て
い
た
が
、

２
０
２
０
年
６
月
の
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
導

入
時
に
「
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
」
に
付
属
す
る
健
診
シ
ス

テ
ム
を
併
せ
て
導
入
し
、
活
用
し
て
い
る
。
同

シ
ス
テ
ム
導
入
の
狙
い
を
、
小
坂
氏
は
語
る
。

「
前
身
は
１
９
９
４
年
に
設
立
し
た
会
員
制
の

人
間
ド
ッ
ク
施
設
で
し
た
。
当
時
と
し
て
は
全

身
フ
ル
メ
ニ
ュ
ー
の
検
査
項
目
と
画
像
デ
ー
タ
・

レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
は
本
邦
初
で
、
適

応
す
る
シ
ス
テ
ム
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
独

自
開
発
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
て
き
ま
し

た
。
今
回
、
赤
坂
見
附
前
田
病
院
の
電
子
カ
ル

テ
シ
ス
テ
ム
と
健
診
シ
ス
テ
ム
の
融
合
に
よ
り
、

予
約
、
各
種
検
査
の
調
整
も
し
易
く
、
レ
ポ
ー

ト
作
成
や
来
院
案
内
な
ど
の
文
書
作
成
も
効
率

化
で
き
ま
し
た
。

　

以
前
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、

超
音
波
な
ど
モ
ダ
リ
テ
ィ
毎
に
予
約
画
面
が
異

な
り
予
約
時
間
の
調
整
に
手
間
取
り
ま
し
た
。

ま
た
、
各
モ
ダ
リ
テ
ィ
は
保
険
診
療
の
患
者
さ

ん
の
予
約
も
あ
り
ま
す
の
で
、
多
岐
に
わ
た
る

提
供
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

そ
の
点
、『
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
』
が
一
体
型
の
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
デ
ー
タ
連
携
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
、
重
複
し
た
不
要

な
検
査
や
煩
雑
な
受
診
準
備
は
割
愛
さ
れ
、
必

要
な
治
療
ま
で
が
ス
ト
レ
ス
な
く
最
短
で
進
め

ら
れ
ま
す
。
少
数
精
鋭
の
利
点
も
生
か
し
、
大

切
な
要
項
は
フ
ェ
イ
ス
ト
ゥ
ー
フ
ェ
イ
ス
で
行

う
こ
と
も
務
め
て
い
ま
す
」

　

健
診
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
小
坂
氏
は
更
な

る
機
能
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
望
ん
で
い
る
。

「
部
門
シ
ス
テ
ム
と
電
子
カ
ル
テ
及
び
健
診
シ
ス

テ
ム
と
の
連
携
に
お
い
て
改
善
が
必
要
な
点
も

あ
り
ま
す
が
、
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
ベ
ン
ダ

の
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
メ
デ
ィ
カ
ル
社
は
、
保
守
管

理
や
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
か
ら
の
要
望
な
ど
に
親
身

に
対
応
し
て
く
だ
さ
る
た
め
助
か
っ
て
い
ま
す
。

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
メ
デ
ィ
カ
ル
社
と
一
緒
に
、
さ

ら
に
洗
練
さ
れ
た
誰
で
も
使
い
や
す
い
シ
ス
テ

ム
を
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

健診システムの検査予約画面。CTやMRI、超音波などの検査予約を１画面上から
予約することができ、業務の効率化・迅速化を実現している。

一
元
化
さ
れ
た
検
査
予
約
機
能
と

高
機
能
な
文
書
作
成
機
能
で
効
率
化

健
診
シ
ス
テ
ム
①

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
に
よ
り
、

ス
ム
ー
ズ
か
つ
迅
速
な
情
報
伝
達
を
実
現

健
診
シ
ス
テ
ム
②

初
代
・
前
田
友
助
氏
㊧
と
昭
二
氏

二
代
・
前
田
昭
二
氏
㊧
と
京
助
氏

三
代
・
前
田
京
助
氏
㊧
と
祐
助
氏

り
、
高
度
で
質
の
高
い
医
療
、
細
や
か
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
人
間
ド
ッ
ク
受
診
者

の
担
当
を
し
て
い
る
看
護
師
の
小
坂
菜
々
美
氏

は
健
診
事
業
を
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
紹
介
す
る
。

「
人
間
ド
ッ
ク
に
は
、
年
間
１
０
０
名
以
上
、
健

診
事
業
に
は
、
港
区
の
健
診
事
業
や
企
業
健
診

を
含
め
、
年
間
２
０
０
名
以
上
の
方
が
受
診
さ

れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、
こ

の
数
年
、
受
診
者
数
は
減
少
傾
向
で
し
た
が
、

よ
う
や
く
昨
年
は
受
診
者
数
が
プ
ラ
ス
と
な

り
、
今
年
も
堅
調
な
推
移
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

人
間
ド
ッ
ク
は
、
20
歳
代
か
ら
90
歳
代
ま
で
、

幅
広
い
年
齢
層
の
方
が
受
診
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
人
間
ド
ッ
ク
は
、
全
身
を
精
査

す
る
〝
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
ド
ッ
ク
”
の
他
に
、〝
フ

リ
ー
ド
ッ
ク
”
と
称
す
る
、
受
診
者
と
医
師
が

相
談
し
な
が
ら
ウ
ィ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
に
合
わ
せ

て
内
容
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て
い
る
点
が
特
徴

　

赤
坂
見
附
前
田
病
院
と
同
法
人
の
元
赤
坂
胃

腸
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
質
の
高
い
医
療
の
提
供

を
目
指
し
、
２
０
０
１
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
新

世
紀
型
の
医
療
施
設
で
あ
る
。
同
ク
リ
ニ
ッ
ク

は
、
消
化
器
内
視
鏡
検
査
を
始
め
、
人
間
ド
ッ

ク
な
ど
を
行
う
自
由
診
療
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
あ

理事長：前田京助
病院長：前田祐助
住　所：東京都港区元赤坂 1-1-5
病床数：59 床（一般 56 床、人間ドック3 床）

仕上サイズ
データ 登録
280
210
右アキ

280
210
右

天地
左右
アキ
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